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『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
に
お
け
る
「
家
の
意
識
」
に
つ
い
て

は
じ
め
に

中
世
の
女
流
歌
人
、
安
嘉
門
院
四
条
(
以
下
、
作
者
名
は
文
学
史
で
一
般

的
に
使
用
さ
れ
る
「
阿
仏
」
で
統
一
す
る
)
作
『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
(
以

下
『
安
嘉
五
百
首
』
と
略
称
す
る
)
は
、
藤
原
為
氏
と
の
細
川
庄
を
め
ぐ
る
訴

訟
の
た
め
、
鎌
倉
に
下
っ
た
作
者
が
、
そ
の
勝
訴
を
祈
願
し
て
、
弘
安
三

年
三
二
八
O
)
か
ら
四
年
三
二
八
一
)
に
か
け
て
「
今
熊
野
・
え
が
ら
・

新
賀
茂
・
新
日
吉
・
鹿
嶋
」
の
五
つ
の
社
に
、
各
百
首
を
奉
納
し
た
も
の

で
あ
る
。
『
安
嘉
五
百
首
』
の
現
存
伝
本
は
三
本
あ
り
、
い
ず
れ
も
異
同
は

少
な
く
同
一
祖
本
に
発
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
内
容
は
「
和
歌
本
文
」
と
、

そ
の
前
後
に
置
か
れ
た
短
い
「
序
文
」
「
蹴
文
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
歌

題
が
一
首
ず
つ
に
付
さ
れ
、
こ
の
題
は
「
堀
河
百
首
題
」
で
詠
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
安
嘉
五
百
首
』
の
作
者
阿
仏
は
、
藤
原
為
家
(
一
一
九
八
|
一
二
七
五
)

『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
に
お
け
る
「
家
の
意
識
」
に
つ
い
て

佐
々
木

紗
代
子

の
晩
年
の
妻
で
、
為
相
(
一
二
六
三
!
一
三
二
八
)
の
母
で
あ
る
。
没
年
は

弘
安
六
年
(
一
二
八
三
)
頃
、
六

O
歳
前
後
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
時
期
は

不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
少
女
期
よ
り
安
嘉
門
院
(
一
二
O
九
|
一
二

八
三
)
に
仕
え
、
越
前
・
右
衛
門
佐
・
四
条
と
呼
ば
れ
た
。
出
家
名
が
阿

仏
、
後
に
は
嵯
峨
禅
尼
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
で
の
経
歴
と
し
て
、

歌
合
詠
で
は
、
弘
長
三
年
(
一
二
六
三
)
三
月
の
為
家
の
勧
進
に
よ
る
「
住

吉
社
歌
合
」
や
「
玉
津
島
歌
合
」
、
建
治
元
年
(
一
二
七
五
)
九
月
(
同
年
五

月
に
為
家
は
没
)
に
出
詠
し
た
『
摂
政
家
月
十
首
歌
合
』
、
同
時
期
の
開
催

と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
十
七
番
詩
歌
合
』
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
『
宗

尊
親
主
三
百
首
』
の
点
者
、
「
弘
安
百
首
」
の
詠
者
で
も
あ
る
。
現
存
和
歌

作
品
の
総
数
は
お
よ
そ
九
一

O
首
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
勅
撰
集
入
集
歌
は

四
八
首
で
あ
る
。
為
家
の
周
辺
で
和
歌
活
動
を
行
っ
た
人
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
安
嘉
五
百
首
』
は
複
数
社
へ
の
奉
納
百
首
で

一
一一一一一一



か
つ
「
堀
河
百
首
題
」
で
作
歌
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
と
形

式
を
同
じ
く
す
る
先
行
例
は
、
一
つ
は
藤
原
俊
成
が
『
千
載
和
歌
集
』

奉
覧
後
ま
も
な
い
頃
の
文
治
六
年
(
一
一
九
O
)
三
月
か
ら
約
一
年
の
聞
に
、

五
社
に
奉
納
し
た
『
五
社
百
首
』
(
以
下
『
俊
成
五
社
百
首
』
と
称
す
る
)
で
あ

り
、
い
ま
一
つ
は
藤
原
為
家
が
『
続
古
今
集
』
の
撰
者
拝
命
を
機
に
、
文

応
二
年
(
一
二
六
二
正
月
か
ら
約
一
年
半
の
聞
に
、
七
社
に
奉
納
し
た
『
七

社
百
首
』
(
以
下
『
為
家
七
社
百
首
』
と
称
す
る
)
の
二
作
品
で
あ
る
。
閉
じ

奉
納
百
首
で
も
『
安
嘉
五
百
首
』
は
、
『
俊
成
五
社
百
首
』
『
為
家
七
社
百

首
』
よ
り
も
私
的
な
要
素
の
強
い
百
首
歌
で
あ
り
、
詠
ま
れ
た
経
緯
や
、

作
者
の
技
量
に
お
い
て
も
大
き
く
異
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
阿
仏
に
と
っ

て
、
こ
れ
ら
の
先
行
作
品
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
り
、
作
品
の

摂
取
・
享
受
と
い
う
こ
と
で
は
関
係
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で

は
、
『
安
嘉
五
百
首
』
に
影
響
を
与
え
た
俊
成
・
定
家
及
び
為
家
の
詠
歌

を
検
討
し
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
た
い
。

あ
り
、先

ず
、
『
俊
成
五
社
百
首
』
か
ら
の
影
響
歌
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
(
以
下
、

本
文
の
傍
線
・
傍
点
な
ど
は
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
安
嘉
五
百
首
』
と

関
連
の
深
い
和
歌
本
文
は
一
字
下
げ
に
し
て
い
る
)

思
ひ
し
る
ま
ぼ
ろ
し
の
よ
の
制
の
み
淵
剖

U
剖
司
け

① 

一
三
四

(
安
嘉
五
百
首
・
今
熊
野
・
慎
旧
・
一

O
二
)

(
俊
成
五
社
百
首
・
日
吉
・
倒
刷
・
四
九
六
、
新
古
今
・
一
八
一
五
)

阿
仏
歌
は
、
現
実
は
夢
幻
の
世
の
知
く
は
か
な
い
も
の
と
思
い
知
っ
た

こ
と
よ
、
昔
ば
か
り
が
い
よ
い
よ
恋
し
い
、
と
老
境
を
迎
え
た
で
あ
ろ
う

自
身
の
感
慨
を
詠
ん
だ
一
首
で
あ
る
。
俊
成
歌
と
は
、
下
句
が
ほ
ぼ
一
致

し
て
お
り
、
同
じ
よ
う
に
昔
(
俊
成
歌
で
は
親
の
こ
と
)
を
恋
し
い
と
詠
む

歌
で
あ
る
。
結
句
の
「
は
か
な
か
り
け
る
」
を
「
い
や
は
か
な
な
る
」
と

し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
次
に
挙
げ
た
定
家
・
為
家
も
詠
ん
で
お
り
、

新
古
今
時
代
以
降
の
好
尚
に
適
う
形
の
も
の
に
変
え
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
自
分
に
身
近
な
人
の
詠
を
自
歌
に
取
り
入
れ
た
例
と
し
て
考

え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
両
首
と
も
同
じ
「
懐
旧
」
題
で
あ
る
点
も
注

意
さ
れ
る
。

② 

風
さ
わ
ぐ
荻
の
葉
よ
く
と
う
き
て
み
し
夢
の
た
だ
ぢ
ぞ
け
相
叫
州
制

な

る

(

拾

迫

愚

草

・

二

三

六

0
・
定
家
)

う
た
た
ね
の
夢
の
た
だ
ぢ
を
恨
み
て
も
さ
む
る
う
つ
つ
ぞ
川
相
同
州

な

な

る

(

為

家

集

・

一

O
四
七
)

春
た
ち
て
桜
.
出
.
が
.
似
.
械
の
倒
刻
割
引
若
菜
に
な
し
て
あ
さ
は
寸
剖
川
町

刈

(

安

嘉

五

百

首

・

鹿

鳴

・

制

調

・

四

一

一

)



け
ふ
と
て
や
欄
到
寸
剖
引
刈
伊
勢
島
や
.Mぢ
.
じ
.
似
.
織
の
海
士
の
乙

女
子
(
俊
成
五
社
百
首
・
伊
勢
・
制
調
・
玉
、
新
古
今
・
一
六
一
二
)

俊
成
歌
の
「
け
ふ
と
て
や
」
(
若
菜
の
節
目
を
示
す
)
を
受
け
て
、
阿
仏
歌

は
、
立
春
を
迎
え
て
な
ぬ
か
の
浦
の
磯
莱
を
若
菜
に
な
ぞ
ら
え
、
今
朝
に

は
摘
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
と
詠
ん
で
い
る
。
「
な
ぬ
か
」
の
若
菜

に
つ
い
て
は
、
『
堀
河
百
首
』
に
は
、
「
春
た
ち
て
削
剥
同
制
叫
科
叫
か
す

が
の
の
材
料
胡
は
ま
だ
ぞ
ふ
た
葉
な
り
け
る
」
(
若
菜
・
七
八
・
肥
後
)
と
、

「
な
ぬ
か
」
を
詠
み
入
れ
る
歌
が
あ
り
、
『
八
雲
御
抄
』
に
は
、
若
菜
に
つ

い
て
「
春
、
子
日
、
ま
た
七
日
の
物
也
」
(
巻
三
・
草
部
)
と
記
さ
れ
て
い

る
。
阿
仏
は
、
俊
成
歌
の
伊
勢
国
の
歌
枕
「
い
ち
し
の
浦
」
を
、
「
七
日
」

と
い
う
名
を
持
つ
「
な
ぬ
か
の
浦
」
に
詠
み
か
え
、
立
春
か
ら
「
な
ぬ
か
」

と
「
な
ぬ
か
の
浦
」
の
掛
詞
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
鹿
嶋

社
詠
な
の
で
常
陸
国
の
歌
枕
と
思
わ
れ
る
が
、
場
所
は
不
明
で
あ
る
。

①
②
の
阿
仏
歌
の
本
歌
と
み
な
さ
れ
る
俊
成
歌
は
、
同
時
に
新
古
今
入

集
歌
で
も
あ
る
。
阿
仏
が
ど
ち
ら
の
作
品
を
参
考
に
し
た
の
か
、
断
定
的

な
こ
と
は
言
え
ず
、
『
新
古
今
集
』
か
ら
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
阿

仏
歌
が
『
俊
成
五
社
百
首
』
と
問
題
の
「
懐
旧
」
「
若
菜
」
詠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
の
影
響
を
考
え
る
方
が
蓋
然
性
が
高
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
『
俊
成
五
社
百
首
』
か
ら
『
新
古
今
集
』
へ
の
入
集
歌
は
九

『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
に
お
け
る
「
家
の
意
識
」
に
つ
い
て

首
で
あ
る
。
今
こ
こ
に
あ
げ
た
二
首
以
外
に
は
、
阿
仏
が
直
接
に
影
響
を

受
け
た
と
思
し
き
歌
は
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
『
俊
成
五
社
百

首
』
の
影
響
と
捉
え
る
方
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

③
鋼
み
が
く
凶

円
白
玉
弘
光
を
そ
へ
て
花
咲
き
に
け
り

(
安
嘉
五
百
首
・
え
が
ら
・
遡
・
一
三
八
)

野
辺
に
お
く
お
な
じ
鋼
と
も
み
え
ぬ
か
な
削
引
制
引
剖
剰
叫
や
ど

る
同
調

(
俊
成
五
社
百
首
・
賀
茂
・
劃
・
一
三
二
)

こ
の
二
首
は
と
も
に
「
蓮
」
題
の
歌
で
あ
る
。
阿
仏
歌
は
、
蓮
の
う
き

葉
の
露
は
白
玉
の
よ
う
に
輝
い
て
見
え
る
、
加
え
て
な
お
光
を
添
え
る
ご

と
く
花
を
咲
か
せ
て
い
る
よ
、
と
た
っ
た
今
花
が
咲
い
た
の
だ
と
い
う
の

で
あ
る
。
蓮
花
を
和
歌
に
詠
み
入
れ
る
場
合
、
「
は
ち
す
葉
は
妙
な
る
法

の
花
」
(
堀
河
百
首
・
謹
・
五
O
六
・
藤
原
顕
仲
)
の
よ
う
に
仏
教
色
を
念
頭
に

置
く
例
や
、
芳
香
を
詠
ん
だ
り
、
ま
た
、
女
性
に
見
立
て
る
例
は
見
ら
れ

る
が
、
花
そ
の
も
の
を
め
で
る
歌
は
数
少
な
い
。
阿
仏
歌
は
咲
い
た
蓮
の

花
を
純
粋
に
称
え
る
叙
景
歌
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
句
「
は
す
の
う
き
薬
」
は
、
次
の
『
堀
何
百
首
』
国
信
詠
が
初
出

と
推
定
さ
れ
る
歌
語
で
あ
り
、
院
政
期
に
発
す
る
新
し
い
表
現
の
一
っ
と

も
さ
れ
る
。

水
は
し
る
凶
引
制
引
剖
剰
刺
叫
し
づ
ま
ず
て
う
ら
や
ま
し
く
も
生
ひ
の

ぼ
る
か
な

(
謹
・
四
九
九
)

一
三
五



ま
た
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
源
俊
頼
も
詠
ん
で
お
り
、
『
金
葉
集
』
に

自
ら
入
集
さ
せ
た
自
信
作
で
あ
る
。

風
ふ
け
ば
同
刑
制
引
剖
剰
叫
玉
こ
え
て
す
ず
し
く
な
り
ぬ
ひ
ぐ
ら
し

の
声

(
金
葉
二
・
夏
・
一
四
五
、
金
葉
初
・
夏
・
二
一
一
)

こ
の
歌
は
「
俊
頼
和
歌
に
お
け
る
叙
景
歌
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
」
と
も

評
さ
れ
る
歌
で
あ
る
。
こ
の
俊
頼
歌
に
想
を
得
て
、
俊
成
は
「
蓮
」
題

で
「
は
す
の
う
き
葉
に
や
ど
る
白
玉
」
と
詠
ん
だ
だ
ろ
う
。
ま
た
、
阿
仏

歌
第
四
句
「
光
を
そ
へ
て
」
は
、
用
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
俊
成

詠
の
「
夕
月
夜
光
を
そ
へ
て
」
(
正
治
初
度
百
首
・
夏
・
二
二
五
)
な
ど
の

例
が
散
見
さ
れ
る
。
阿
仏
は
こ
れ
ら
の
歌
を
参
考
に
、
蓮
の
葉
に
か
が
や

く
白
玉
を
詠
み
、
美
し
く
咲
い
た
蓮
花
を
め
で
る
叙
景
歌
の
詠
み
方
も
模

索
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

④
あ
く
る
ま
で
猶
き
え
の
こ
る
劇
遡
刈
の
姻
剖
叫
U
剖
里
の
一
む
ら

(
安
嘉
五
百
首
・
今
熊
野
・
制
甜
刈
・
三
七
)

あ
は
れ
さ
を
人
み
よ
と
て
も
た
て
ざ
ら
ん
姻
剖
叫

U
剖
賎
が
捌
割

以

パ

(

俊

成

五

社

百

首

・

賀

茂

・

捌

湖

刈

・

=

三

)

夜
が
明
け
る
ま
で
も
猶
消
え
残
っ
て
い
る
、
里
の
ひ
と
す
じ
の
蚊
遣
火

は
や
は
り
寂
し
い
も
の
だ
よ
、
と
詠
ん
で
い
る
。
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
蚊

遣
火
の
煙
は
「
宿
に
ふ
す
ぶ
る
」
(
古
今
・
恋
一
・
五
0
0
・
よ
み
人
し
ら
ず
)

や
、
「
し
た
に
の
み
く
ゆ
る
恩
ひ
」
(
相
模
集
・
三
四
九
)
の
よ
う
に
詠
ま
れ

一
一
二
六

る
こ
と
が
多
く
、
「
煙
さ
び
し
き
」
と
詠
む
も
の
は
、
俊
成
と
阿
仏
の
み
で

他
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
俊
成
歌
が
「
あ
は
れ
さ
」
を
詠
む
の
と
同
様
に
、

あ
く
る
日
ま
で
も
猶
消
え
残
っ
て
い
る
煙
に
「
さ
び
し
さ
」
を
感
じ
、
阿

仏
は
詠
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

そ
の
他
、
『
俊
成
五
社
百
首
』
と
直
接
関
連
づ
け
ら
れ
る
影
響
歌
と
し

て
次
の
二
首
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
⑤
歌
は
、
問
題
「
竹
」
で
あ
り
、
三
句
が

ほ
ぼ
一
致
す
る
類
似
表
現
で
あ
る
。
⑥
歌
の
「
か
れ
の
の
尾
花
」
は
、
『
俊

成
五
社
百
首
』
以
後
、
阿
仏
と
同
時
代
の
『
雅
有
集
』
(
寒
草
霜
・
二
九
)

や
、
後
代
の
『
嘉
元
百
首
』
(
雪
・
二
五
二
・
実
教
)
に
し
か
例
が
見
出
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。

⑤
 

の
お
ぶ
.U.が.出.引
0.
胤
末
を
た
の
め
ば

(
安
嘉
五
百
首
・
え
が
ら
・
側
・
一
八
九
)

例唱し

u.世.
の
.
桝
♂

.m出
.
君
ぞ
み
る
べ

さ
り
と
も
や
ヤ

も
も
し
き
ゃ
ー

⑥ 

き

(

俊

成

五

社

百

首

・

日

吉

・

刊

・

四

八

三

)

か
へ
れ
と
や
都
を
い
で
て
こ
し
み
ち
の
州
判
制
州
劇
相
わ
れ
ま
ね
く

ら
ん

(
安
嘉
五
百
首
・
鹿
嶋
・
野
・
四
九
四
)

霜
さ
ゆ
る
州
利
州
側
周
羽
あ
は
れ
な
り
そ
の
姿
ま
で
し
を
り
過
ぎ

け
ん

(
俊
成
五
社
百
首
・
日
吉
・
霜
・
四
五
八
)

次
い
で
、
『
俊
成
五
社
百
首
』
詠
が
直
接
阿
仏
で
は
な
く
、
『
為
家
七
社

百
首
』
詠
を
通
し
て
阿
仏
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
を
挙



げ
る
。

⑦ 

の
う
き
減
問
よ
る
か
た
な
き
ゃ
我
身
な
る
ら
ん

{
安
嘉
五
百
首
・
新
剛
割
・
利
剥
・
三
七
O
)

さ
ざ
波
や
話
の
う
き
|
明
叫
引
剖
桜
料
以
祈
る
昔
の
跡
な
忘
れ
そ

(
為
家
七
社
百
首
・
剛
剖
・
刻
刻
・
四
四
七
)

冬
の
池
の
離
の
か
れ
葉
の
乱
れ
こ
そ
槻
叫
引
剖
判
例
た
よ
り
な
り

け
れ

(
俊
成
五
社
百
首
・
賀
茂
・
寒
麗
・
二
ハ
こ

阿
仏
歌
の
「
湊
ゐ
る
鳩
」
と
い
う
表
現
は
珍
し
い
。
鳩
烏
は
『
万
葉
集
』

に
「
に
ほ
鳥
の
潜
く
池
水
」
(
巻
四
・
七
二
五
・
大
伴
底
上
郎
女
)
と
見
え
、
『
古

今
集
』
に
「
冬
の
池
に
住
む
鳴
鳥
の
」
(
恋
三
・
六
六
二
・
粥
恒
)
と
詠
ま
れ

て
以
来
、
多
く
「
池
が
氷
っ
た
状
態
で
の
に
ほ
烏
の
習
性
と
か
ら
め
て
歌

わ
れ
る
」
(
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
)
の
が
、
一
般
的
な
詠
み
方
と
さ
れ
る
。

阿
仏
は
鎌
倉
に
向
か
う
途
中
の
近
江
の
み
な
と
の
実
景
を
思
い
浮
か
べ
て

こ
の
歌
を
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
句
「
鳴
の
う
き
す
」
は
、
勅
撰
集
で
は
南
北
朝
時
代
の
『
新
千
載

集
』
(
恋
三
・
一
四
O
二
・
尊
道
法
親
王
、
他
二
首
)
ま
で
見
ら
れ
な
い
歌
語
で

あ
る
が
、
初
見
は
次
の
一
首
(
嘉
応
二
年
〈
二
七
O
〉
建
春
門
院
北
面
歌
合
)

で
あ
る
。
ま
た
、
俊
成
詠
の
「
鳩
の
う
き
す
」
も
比
較
的
早
い
時
代
の
も

の
で
あ
る
。

子
を
思
ふ
樹
州
引
剖
判
例
ゆ
ら
れ
き
て
捨
て
じ
と
す
れ
ゃ
み
が
く
れ

『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
に
お
け
る
「
家
の
意
識
」
に
つ
い
て

も
せ
ぬ

(
水
鳥
近
馴
・
五
番
右
勝
・
頼
政
)

こ
の
歌
合
詠
の
「
鳴
の
う
き
す
」
に
つ
い
て
は
、
『
袖
中
抄
』
に
「
に
ほ
の

浮
す
と
は
鳴
と
云
烏
の
す
也
。
此
鳥
の
す
は
波
の
う
へ
に
作
お
き
で
あ
だ

な
れ
ば
、
波
の
ひ
く
に
し
た
が
ひ
て
ゆ
ら
れ
あ
り
く
と
い
ふ
人
も
あ
り
。

さ
れ
ば
頼
政
卿
も
に
ほ
の
う
き
す
の
ゆ
ら
れ
き
て
と
詠
り
」
(
第
十
一
子
に

ほ
の
う
き
す
)
と
見
え
、
水
(
世
)
の
流
れ
に
ま
か
せ
て
、
た
よ
り
な
い
、

よ
る
べ
な
い
状
態
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
正
治
初
度

百
首
』
「
烏
」
題
の
女
流
歌
人
の
詠
二
首
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

は
か
な
し
ゃ
風
に
た
だ
よ
ふ
波
の
う
へ
に
樹
倒
引
剖
判
例
さ
て
も
よ

を
ふ
る

(
二
九
七
・
式
子
内
親
王
)

お
の
づ
か
ら
出
ぢ
ぷ
.uu.
が
だ
-
桜
必
京
都
な
る
樹
倒
引
剖
判
例
う
き
み

な

り

け

り

(

一

九

九

五

・

二

条

院

讃

岐

)

二
首
と
も
に
、
「
は
か
な
し
ゃ
」
や
「
た
ち
よ
る
か
た
も
な
き
」
を
詠

み
入
れ
て
お
り
、
⑦
の
阿
仏
歌
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
二
条
院
讃
岐

歌
の
、
「
た
ち
よ
る
か
た
も
な
ぎ
さ
」
(
「
た
ち
よ
る
か
た
も
な
き
」
と
「
な
ぎ

さ
」
の
掛
詞
)
が
、
阿
仏
歌
第
四
句
「
よ
る
か
た
(
方
・
潟
)
な
き
ゃ
」
と

近
く
、
こ
の
歌
も
参
考
に
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
阿
仏
は
、
頼
り
と

す
る
人
の
い
な
い
(
夫
が
亡
く
な
っ
た
)
わ
が
身
に
置
き
か
え
て
、
自
己
の

心
情
を
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
阿
仏
歌
は
為
家
歌
と
は
上
旬
が
似
か

よ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
新
日
吉
社
」
「
日
吉
社
」
へ
の
奉
納
歌
で
、
同

一
三
七



じ
「
水
鳥
」
題
で
あ
る
こ
と
と
併
せ
て
、
阿
仏
が
為
家
歌
を
と
っ
た
も
の

と
恩
わ
れ
る
。
ま
た
俊
成
歌
も
題
は
違
う
が
、
奉
納
歌
で
詠
ん
で
い
る
こ

と
も
あ
り
、
為
家
歌
に
影
響
を
与
え
た
一
首
と
考
え
ら
れ
る
。

沈
む
身
を
裕
一

.m.Cぺ.Uぶ
頼
み
て
か
引
剖
削
州
制
引
制
下
に
待
つ
ら

ん

(

安

嘉

五

百

首

・

え

が

ら

・

副

制

・

三

二

一

)

人
し
れ
ぬ
ね
は
し
.
け
れ
ど
も
奥
山
の
引
剖
刷
州
制
引
制
識
が
.
び
ぷ
.

ぺ
さ

③ 

奥
山
の
谷
の
う
き

(
為
家
七
社
百
首
・
伊
勢
・
剖
制
・
二
ハ
九
)

州
割
引
引
必
桜
.
じ
.U
ね
ゃ
な
か
る
ら

(
俊
成
五
社
百
首
・
伊
勢
・
剖
制
・
二
五
)

ん

阿
仏
歌
は
、
今
に
も
沈
み
そ
う
な
よ
る
べ
な
い
身
の
上
の
私
を
、
誰
が

引
い
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
水
に
た
だ
よ
う
あ
や
め
に
よ
せ
て
、
下
(
心

の
な
か
)
で
待
っ
て
い
ま
す
、
と
詠
ん
で
い
る
。
直
接
の
影
響
歌
は
、
結

句
を
「
誰
か
ひ
く
べ
き
」
と
詠
む
為
家
詠
が
近
く
、
こ
の
歌
に
応
答
し
て

阿
仏
は
詠
ん
で
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
俊
成
、
為
家
、
阿
仏
三
首
に

共
通
す
る
「
う
き
ぬ
」
は
、
早
く
『
万
葉
集
』
に
は
次
の
歌
が
見
え
る
。

君
が
た
め
淵
制
州
制
叫
菱
摘
む
と
我
が
染
め
し
袖
濡
れ
に
け
る
か
も

(
巻
七
・
一
二
四
九
、
人
麿
)

そ
の
後
「
う
き
ぬ
の
あ
や
め
」
は
、
平
安
後
期
以
降
散
見
さ
れ
る
も
の

の
、
勅
撰
集
で
は
中
世
の
『
続
後
撰
集
』
(
雑
上
・
一

O
五
四
・
知
家
)
ま
で

用
例
を
見
な
い
が
、
俊
成
の
「
伊
勢
社
」
で
も
「
菖
蒲
」
題
で
詠
ん
で
い

一
三
八

る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
阿
仏
は
俊
成
歌
も
知
っ
て
い
た
に
違
い
な

つ
づ
い
て
、
『
俊
成
五
社
百
首
』
以
外
の
俊
成
詠
か
ら
の
影
響
を
少
し

く
見
て
み
た
い
。
『
安
嘉
五
百
首
』
を
検
す
る
と
、
も
と
は
俊
成
の
詠
で
あ

り
、
そ
の
後
、
新
古
今
時
代
以
降
の
歌
人
た
ち
に
享
受
さ
れ
た
歌
謡
を
好

ん
で
用
い
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
四
首
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

ひ
ま
も
な
く
叫
叫
叫
凶
割
叫
さ
の
み
や
は
秋
な
れ
ば
と
て
露
の
か
か

ら

ん

(

安

嘉

五

百

首

・

新

日

吉

・

露

・

三

五

二

)

ち
ら
す
な
よ

u
d
d
d割
州
か
り
に
て
も
露
か
か
る
べ
き
袖
の
上

か

は

(

新

古

今

・

恋

二

・

一

一

一

一

・

俊

成

)

は
か
な
し
ゃ
な
が
む
る
空
の
割
引
制
引
雨
剖
ぶ

.mで
.Uと
ど
ま
ら
ぬ

⑨ ⑩ 

よ

は

(

安

嘉

五

百

首

・

新

日

吉

・

無

常

・

四

O
四
)

劃
剖
刻
引
岡
剖
お
.
切
で
お
い
一
竜
田
姫
秋
の
紅
葉
の
色
を
染
む
ら
ん

(
長
秋
、
詠
藻
・
五
五
二
・
俊
成
)

⑪ 

か
ぎ
り
な
く
劇
刻
刻
刻

U
ふ
た
ば
な
る
松
の
ね
の
び
の
ゆ
く
す
ゑ
の

春

(

安

嘉

五

百

首

・

鹿

嶋

・

子

日

・

四

O
八
)

行
末
を
周
剥
叫
列

U
君
が
世
は
い
は
ね
の
山
の
嶺
の
わ
か
松

(
長
秋
詠
藻
・
二
九
一
・
俊
成
)

⑫ 

五
月
雨
の
や
へ
雲
は
れ
ぬ
谷
か
げ
は
思
ふ
心
も
う
ち
し
附
り
つ
つ

(
安
嘉
五
百
首
・
え
が
ら
・
五
月
雨
・
一
三
五
)



五
月
雨
は
た
く
も
の
煙
う
ち
し
め
引
し
ほ
た
れ
ま
さ
る
す
ま
の
う

ら
人

(
久
安
百
首
・
夏
・
八
二
七
・
俊
成
)

こ
れ
ら
四
首
の
傍
線
部
の
歌
語
は
、
俊
成
詠
の
後
、
新
古
今
時
代
に
大

い
に
享
受
さ
れ
た
と
思
し
き
も
の
で
あ
り
、
阿
仏
は
多
く
用
い
て
い
る
。

こ
れ
が
俊
成
の
影
響
か
新
古
今
歌
人
た
ち
の
影
響
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

少
な
く
と
も
阿
仏
は
、
新
古
今
歌
人
た
ち
の
歌
こ
と
ば
が
、
俊
成
の
詠
歌

か
ら
発
し
て
い
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
俊
成
は
為
家
の
祖
父
で
あ
り
、
歌
道
家
御
子
左
家
の
実
質
的
な
始
祖

で
あ
る
。
阿
仏
の
『
安
嘉
五
百
首
』
が
倣
う
べ
き
奉
納
百
首
と
し
て
、
ま

た
「
堀
河
百
首
題
百
首
」
と
し
て
、
『
俊
成
五
社
百
首
』
が
存
在
し
た
と
い

う
ば
か
り
で
な
く
、
や
は
り
家
の
意
識
が
俊
成
の
歌
に
も
関
心
を
向
け
さ

せ
た
と
も
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
俊
成
と
為
家
の
あ
い
だ
に
位
置
す
る
定
家
か
ら
の
影
響
歌
に

ふ
れ
て
お
こ
う
。
定
家
は
、
『
安
嘉
五
百
首
』
と
同
形
式
の
奉
納
百
首
は
詠

ん
で
い
な
い
が
、
い
く
つ
か
関
連
が
み
ら
れ
る
。

と
ふ
と
て
も
人
も
こ
た
へ
ず
制
寸
叫
叫
叫

⑬ 

安
嘉
五
百
首

新の
甲 苔
百の
咽ふ
?か
三 き
九み
Q の5

り
はお

く
山
の
山

四
割
司
あ
は
れ
な
る
つ
ひ
に
は
人
の
衣
と
お
も
へ

『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
に
お
け
る
「
家
の
意
識
」
に
つ
い
て

ば

(
俊
成
五
社
百
首
・
日
吉
・
割
・
四
八
五
)

の
苔
の
世
と
と
も
に
色
も
か
は
ら
ぬ
な
げ
き
を
ぞ

お
く
山
刷
山

す
る

阿
仏
歌
は
、
問
う
て
も
誰
も
答
え
な
い
奥
山
の
深
緑
の
苔
を
詠
む
歌
で

あ
る
。
ひ
っ
そ
り
と
動
く
こ
と
の
な
い
「
お
く
山
の
岩
ね
」
を
介
す
る
こ

と
で
、
よ
り
一
層
の
静
寂
を
あ
ら
わ
そ
う
と
し
て
い
る
。
俊
成
以
前
の
「
お

く
山
の
岩
ね
の
苔
」
に
近
い
先
例
と
し
て
は
、
次
の
二
首
が
挙
げ
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

(
拾
遺
愚
草
・
四
八
四
・
定
家
)

利
引
叫
例
川
叫
同
州

u
d州
側
と
し
ひ
さ
に
み
れ
ど
も
あ
か
ぬ
き
み
に

も
あ
る
か
な
(
古
今
六
帖
・
こ
け
・
三
九
六
一
、
家
持
集
・
一
七
四
)

利
引
叫
叫
川
叫
料
品
川
.H一
.
の
司
州
選
た
ち
ゐ
る
雲
の
跡
だ
に
も
な
し

(
堀
河
百
首
・
苔
・
二
ニ
三
九
・
基
俊
)

俊
成
以
降
、
「
お
く
山
の
岩
ね
の
苔
」
と
詠
む
も
の
は
、
先
に
挙
げ
た
定

家
以
外
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
両
首
の
こ
と
ば
を
取
っ
た
と
こ
ろ
に
、
俊

成
|
定
家
と
続
く
家
に
つ
な
が
る
者
と
し
て
の
意
識
が
よ
み
と
れ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

Jmぶ，
よ
り
は
謝
料
~
ぢ
.
一
部
ベ
.
℃
到

⑭ 

も
す
ず
し
か
る
ら
し

(
安
嘉
五
百
首
・
鹿
嶋
・
更
衣
・
四
二
七
)

の
う
た
た
ね
に
波
の
よ
る
よ
る
か
よ
ふ
秋
風

(
拾
遺
愚
草
・
二
二
三
一
了
定
家
)

一
三
九



舗
を

し
も
は
な
を
たi

お
てj

けi

ふi

け

り

(

蜜

葉

集

・

旅

早

夏

・

二

八

一

・

為

家

)

阿
仏
歌
は
、
今
日
(
四
月
一
日
)
よ
り
は
、
波
が
立
ち
か
へ
て
か
と
り
の

浦
も
夏
衣
も
涼
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
詠
ん
で
い
る
。
勿
論
「
更
衣
」

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
二
句
「
波
た
ち
か
へ
て
」
の
部
分
に
は
、
「
波
立

ち
か
へ
る
」
と
「
裁
ち
か
へ
る
夏
衣
」
を
掛
け
、
第
四
句
「
か
と
り
の
浦
」

は
「
練
の
裏
」
を
掛
け
て
い
る
。
定
家
・
為
家
・
阿
仏
三
首
と
も
に
「
か

と
り
の
浦
」
を
詠
み
、
阿
仏
歌
と
定
家
歌
は
「
波
・
夏
衣
」
が
、
ま
た
為

家
歌
と
は
「
け
ふ
:
:
:
た
ち
か
へ
て
」
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関

連
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

「
か
と
り
」
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
で
検
索
す
る
限
り
で
は
、
平
安

時
代
に
は
先
行
例
が
見
出
せ
ず
、
『
万
葉
集
』
に
は
、
地
名
と
思
し
き
三

例
(
含
「
香
取
娘
子
」
巻
十
四
・
三
四
二
七
)
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
「
高
島
の

香
取
の
浦
ゆ
」
(
巻
七
・
二
七
二
・
作
者
未
詳
)
は
近
江
で
あ
ろ
う
。
も
う

一
首
の
「
大
船
の
香
取
(
撒
取
)
の
海
」
(
巻
十
一
・
二
四
三
六
)
の
歌
に
つ

い
て
は
、
『
五
代
集
歌
枕
』
に
「
か
と
り
の
う
み
常
陸
カ
ト
リ
の
浦
、

在
二
下
総
国
一
欺
。
」
(
十
七
「
海
」
)
と
出
て
い
る
。
阿
仏
は
歌
学
書
に

も
目
を
通
し
て
い
る
の
で
、
『
玉
代
集
歌
枕
』
の
「
常
陸
」
の
記
述
か
ら

常
陸
国
の
歌
枕
と
解
し
て
鹿
嶋
社
で
詠
ん
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、

夏
用
の
布
と
し
て
の
「
か
と
り
」
は
、
散
文
で
は
「
繰
の
御
直
衣
」
(
『
源

一
四

O

氏
物
語
』
「
須
磨
巻
」
)
な
ど
が
あ
り
、
「
上
流
貴
族
は
や
っ
し
姿
の
時
以
外

A
U
V
 

は
織
は
着
用
し
な
い
」
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
王
朝
和
歌
に

は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
素
材
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

『
万
葉
集
』
出
典
の
歌
語
か
ら
、
定
家
が
は
じ
め
て
「
夏
衣
か
と
り
の
浦
」

と
詠
み
、
為
家
・
阿
仏
に
詠
み
つ
が
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

⑬
樹
雨
叫
身
の
み
.
ぶ
.
引
を
ぶ
.
涙
に
て

u
d
u
d袖
の
ぬ
れ
ぬ
日
も
な
し

(
安
嘉
五
百
首
・
今
熊
野
・
朝
岡
・
一
七
)

謝
岡
州

u
d
u叫
ぶ
が
ぽ
い
な
む
し
ろ
庭
に
み
だ
る
る
青
柳
の
い

(
拾
遺
愚
草
・
八
・
定
家
)

とあ
づ
ま
屋
の
こ
や
の
か
り
ね
の
か
や
む
し
ろ

U
く
し
く
ほ
さ
ぬ
樹

岡
司
ぶ

.
a
(千
五
百
番
歌
合
・
春
一
了
百
一
一
十
二
番
右
・
定
家
)

さ
ほ
姫
の
た
つ
や
霞
の
う
す
衣

u
d
u引
ぬ
ら
す
樹
岡
司
ぶ

.a

(
新
撰
六
帖
題
和
歌
・
剥
岡
・
三
八
七
・
為
家
)

阿
仏
歌
は
、
春
雨
の
し
き
り
に
降
っ
て
い
る
様
子
を
「
し
く
し
く
」
に

込
め
て
い
る
。
「
し
き
り
に
」
と
か
「
休
み
な
く
」
と
解
さ
れ
る
歌
語
「
し

く
し
く
」
は
『
万
葉
集
』
に
二
四
例
見
え
、
そ
の
う
ち
、
春
雨
に
用
い
た

一
首
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

る
に
高
円
の
山
の
桜
は
い
か
に
か
あ
る
ら
む

(
巻
八
・
一
四
四
0
・
河
辺
東
人
)

「
し
く
し
く
」
と
い
う
歌
語
は
、
三
代
集
時
代
に
は
見
出
せ
ず
、
『
堀
河



百
首
』
「
春
雨
」
題
(
一
七
0
・
藤
原
顕
仲
)
に
登
場
し
た
後
も
用
例
は
決
し

て
多
く
は
な
い
。
し
か
し
定
家
に
は
右
の
二
首
が
あ
り
、
ま
た
、
為
家
も

阿
仏
と
同
じ
く
「
春
雨
」
題
で
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
も
強
い

つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

霞
こ
そ
野
に
も
叫
に
も
か
か
り
け
れ
樹
叫
お
.
め
剖

U
日
制
対
料
叫

(
安
嘉
五
百
首
・
新
賀
茂
・
制
・
二

O
九
)

剖
例
乞
.uu剖
叫
剖
例
制
州
叫
た
つ
樹
め
ぐ
み
あ
ま
ね
き
よ
も
の
川
内

⑮ 

の

は

(

拾

遺

思

草

・

倒

・

二

O
九
0
・
定
家
)

阿
仏
歌
は
、
野
に
も
山
に
も
霞
が
た
な
び
い
て
い
る
さ
ま
を
、
そ
れ
こ

そ
「
春
」
が
慢
の
衣
を
ゆ
っ
た
り
と
掛
け
て
い
る
よ
う
だ
、
と
詠
ん
で
い

る
。
「
こ
そ

1
け
れ
」
の
係
り
結
び
を
用
い
て
、
霞
こ
そ
が
「
春
」
の
着
る

衣
な
の
だ
と
い
う
思
い
を
強
く
出
し
た
一
首
で
あ
る
。
結
句
「
た
も
と
ゆ

た
か
に
」
は
、
「
唐
衣
た
も
と
ゆ
た
か
に
」
(
古
今
・
雑
上
・
八
六
五
・
よ
み
人

し
ら
ず
)
と
詠
む
先
例
も
あ
る
が
、
霞
の
衣
を
「
た
も
と
ゆ
た
か
に
」
と

詠
ん
だ
も
の
は
定
家
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
。
⑮
阿
仏
歌
の
下
旬
は
定
家
歌

の
上
句
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
問
題
で
あ
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
定
家

に
学
ん
だ
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
に
あ
げ
る
歌
は
、
『
安

嘉
五
百
首
』
よ
り
十
数
年
早
い
成
立
で
、
閉
じ
「
霞
」
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
ち
ら
よ
り
の
影
響
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ

、同l
h

、o

J
ん』

B
V

『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
に
お
け
る
「
家
の
意
識
」
に
つ
い
て

染
め
わ
た
す
矧
叫
削
刷
叫
川
町
さ
ほ
姫
の
倒
桝
剖
州
叫
た
つ
飼
か
な

⑫ 

(
東
撰
和
歌
六
帖
・
飼
・
二
四
・
法
印
良
全
)

そ
の
他
、
定
家
か
ら
の
影
響
歌
と
し
て
次
の
四
首
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

春
深
き
色
こ
そ
ま
さ
れ
谷
川
の
測
州
州
剖

U
叫
山
ぶ
き
の
剤

(
安
嘉
五
百
首
・
鹿
鳴
・
款
冬
・
四
二
五
)

お
く
あ
み
の
霞
を
む
す
ぶ
春
風
に
制
叫
州
剖

U
州
柑
ぞ
さ
き
そ
ふ

⑬ 

(
拾
遺
愚
草
・
二
O
九
三
・
定
家
)

冬
山
の
ふ
も
と
の
を
ざ
さ
こ
と
さ
ら
に
翻
刻
刻
剖
引
剖
の
さ
や
け
さ

(
安
嘉
五
百
首
・
今
熊
野
・
慣
・
六
五
)

ふ
り
し
き
し
木
の
葉
の
庭
に
い
つ
な
れ
て
翻
刻
引
剖
引
制
志
づ
く

す
ら
ん

(
拾
遺
思
草
・
二
四
四
・
定
家
)

と
だ
に
ま
戸
』
割
判
叫
松
に
か
か
り
て

(
安
嘉
五
百
首
・
え
が
ら
・
残
雪
・
一
一
二
)

⑮ 

い
と
さ
む
し
み
山
の
里
は

(
拾
遺
愚
草
員
外
・
六
O
九
・
定
家
)

@ 

て
そ
む
る
紅
葉
の
色
ゃ
い
く
し
ほ

(
安
嘉
五
百
首
・
鹿
嶋
・
紅
葉
・
四
六
O
)

で
い
は
せ
に
そ
む
る
清
滝
の

な
み

(
建
保
内
裏
名
所
百
首
・
泊
施
河
・
六
O
三
・
定
家
)

⑫
歌
の
「
波
の
か
ざ
し
」
は
、
為
家
も
「
梓
弓
は
る
立
ち
ぬ
ら
し
わ
た

四



つ
海
の
蹴
の
カ
ざ

U
U一
霞
た
な
引
く
」
(
洞
院
摂
政
家
百
首
・
春
・
三
二
)
と

詠
ん
で
い
る
が
、
意
外
に
例
が
な
く
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

⑮
歌
の
「
穣
ま
ち
と
る
」
、
⑮
歌
の
「
春
と
だ
に
ま
だ
白
雪
の
」
も
同
様
に

定
家
と
阿
仏
以
外
は
見
出
せ
な
い
。

な
お
、
「
春
と
だ
に
」
は
、
阿
仏
歌
以
前
に
は
次
の
三
首
の
み
で
あ
る
。

鴬
の
し
の
ぶ
ひ
か
ず
も
ゆ
き
ふ
れ
ば
ま
だ
樹
剖
剖
叫
し
ら
ず
ぞ
あ
り

け

る

(

定

頼

集

・

二

五

四

)

樹
剖
剖
叫
き
え
あ
へ
ぬ
の
ベ
の
ゆ
き
ま
よ
り
わ
が
を
り
が
ほ
に
も
ゆ

る

さ

わ

ら

び

(

為

家

千

首

・

八

六

)

な
が
ら
へ
て
い
け
ら
ぱ
の
ち
の
樹
剖
相
叫
契
ら
ぬ
さ
き
に
花
の
ち
り

ぬ
る

(
現
存
和
歌
六
帖
・
四
三
七
・
弁
内
侍
)

⑫
歌
の
『
時
雨
を
こ
き
ま
ぜ
て
」
と
つ
づ
け
る
の
も
、
定
家
・
阿
仏
以

外
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
⑪
か
ら
⑫
歌
の
傍
線
部
の
語
句
は
定

家
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
詠
ま
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
も
の
ば
か
り
で
あ

る。
阿
仏
は
、
定
家
独
自
の
歌
語
で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
自
歌
に
用

い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
定
家
は
、
新
古
今
歌
風
の
確
立
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
歌
壇
の
重
鎮
で
あ
る
。
詠
ま
れ
た
歌
は
あ
ら
ゆ
る
方
面

か
ら
注
目
度
も
高
い
。
そ
の
中
で
阿
仏
は
、
定
家
流
と
し
て
名
高
い
歌
風

の
側
面
だ
け
で
は
な
い
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
定
家
の
修
辞
を
も
学

四

ぽ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
恩
わ
れ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
為
家
詠
の
影
響
を
見
て
み
た
い
。
『
安
嘉
五
百
首
』
に

は
、
為
家
と
の
み
の
特
異
表
現
や
、
特
徴
の
あ
る
こ
と
ば
つ
づ
き
を
取
り

入
れ
て
作
歌
し
た
例
が
多
数
見
ら
れ
る
。
先
ず
『
為
家
七
社
百
首
』
か
ら
、

為
家
・
阿
仏
二
人
だ
け
の
特
別
な
語
句
を
用
い
て
い
る
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

@

6

.
が
.
間
引
が
.
ち
ぢ
封
じ
必
以
民
.C.風
.U州
樹
剖
剖

q冬
の
山
も
と

(
安
嘉
五
百
首
・
新
賀
茂
・
割
・
二
六
四
)

風
さ
ゆ
る
神
垣
山
の
さ
さ
の
は
に
列
樹
剖
引
剖
か
く
る
白
ゆ
ふ

(
為
家
七
社
百
首
・
石
清
水
・
調
・
四
O
一)

阿
仏
歌
は
、
色
変
わ
り
し
た
あ
さ
ぢ
の
原
に
葉
を
押
し
瞭
か
せ
て
強
い

風
が
吹
い
た
後
、
タ
霜
が
お
り
て
さ
や
さ
や
と
音
が
す
る
山
の
麓
で
あ
る

よ
、
と
詠
ん
で
い
る
。
「
あ
さ
ぢ
」
「
タ
霜
」
を
詠
み
入
れ
る
こ
と
で
、
季

節
の
推
移
を
表
そ
う
と
し
た
一
首
で
あ
る
。
@
阿
仏
歌
の
上
旬
は
、
『
源
氏

物
語
』
の
「
風
吹
け
ば
ま
づ
ぞ
み
だ
る
る
色
か
は
る
あ
さ
ぢ
が
露
に
か
か

る
さ
さ
が
に
」
(
賢
木
巻
・
一
五
一
・
紫
上
)
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
次
の

俊
成
卿
女
の
歌
が
近
い
だ
ろ
う
。

が口「が.出

--Gお
.E.ぢ
つ
が
.
司
五
一
向
ぶ

JG践
の
音
に
も
し
る
き
秋
の
く
れ
か

な

(
千
五
百
番
歌
合
・
秋
田
・
八
百
二
十
三
番
右
)



し
か
し
、
阿
仏
歌
第
四
句
「
タ
霜
さ
や
ぐ
」
が
、
為
家
歌
の
ほ
か
に
は

例
が
見
出
せ
な
い
特
異
表
現
で
あ
る
こ
と
は
見
過
ご
せ
な
い
。
阿
仏
は
意

識
的
に
為
家
歌
の
珍
し
い
語
句
を
取
り
入
れ
て
、
自
歌
に
生
か
そ
う
と
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
制
叶
り
引
材
よ
そ
に
こ
が
る
る
掛
川
町
必
.
似
鋭
民
.MMJ
ぷ
む
6.uu.影
ば
か

り
み
て
(
安
嘉
五
百
首
・
え
が
ら
・
不
逢
恋
・
一
七
九
)

刻
間
引
司
判
氷
に
と
づ
る
に
ご
り
え
の
う
ち
と
け
が
た
き
世
に
す

ま
ふ
と
て
(
為
家
七
社
百
首
・
石
消
水
・
氷
・
四
三
六
)

阿
仏
歌
は
、
舟
人
が
釣
り
を
す
る
た
め
に
灯
し
て
い
る
漁
り
火
が
遠
く

に
見
え
る
よ
う
に
、
遠
く
か
ら
そ
の
人
の
影
ば
か
り
見
て
恋
し
く
思
っ
て

い
る
と
、
初
句
に
「
な
げ
く
ぞ
よ
」
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
恋
の
苦
し

み
を
強
調
す
る
歌
で
あ
る
。
初
句
「
な
げ
く
ぞ
よ
」
の
例
は
、
右
の
二
首

以
外
に
は
為
家
詠
に
も
う
一
首
、
「
剖
叶
引
剖
剥
鏡
の
か
げ
の
あ
さ
ご
と

に
」
(
統
古
今
・
雑
下
・
一
八
一
九
)
が
あ
る
の
み
で
、
為
家
・
阿
仏
独
特
の

表
現
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑫
阿
仏
歌
の
本
歌
と
目
さ
れ
る
の
は
、
わ
ず
か
だ
け
で
も
愛
す
る
人
に

逢
う
手
立
て
が
あ
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
と
詠
む
次
の
『
拾
遺
集
』
の
歌
(
万

葉
・
巻
十
二
・
三
一
七
七
・
作
者
未
詳
歌
の
異
伝
歌
)
で
あ
る
。

志
賀
の
海
人
の
鋭
一
切
.
M
N
.
ι
.
む
.t.uu.機
引
先
.
の
ほ
の
か
に
妹
を
見
る
よ

し
も
が
な
(
恋
二
・
七
五
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
、
恋
五
・
九
六
八
に
重
出
)

『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
に
お
け
る
「
家
の
意
識
」
に
つ
い
て

阿
仏
の
拠
っ
た
『
堀
河
百
首
』
の
歌
題
「
不
逢
恋
」
は
、
見
初
め
て
は

い
る
が
、
ま
だ
親
し
く
な
っ
て
い
な
い
段
階
、
逢
え
な
い
苦
悩
を
詠
む
の

が
一
首
の
本
意
で
あ
る
。
こ
の
「
不
逢
恋
」
題
の
阿
仏
歌
の
「
よ
そ
に
こ

が
る
る
:
:
:
影
ば
か
り
み
て
」
は
、
遠
く
の
舟
を
漕
ぐ
様
子
に
掛
け
て
、

い
と
し
い
人
の
姿
を
遠
く
か
ら
追
い
求
め
る
表
現
で
あ
り
、
古
歌
を
踏
ま

え
て
題
意
を
あ
ら
わ
そ
う
と
し
た
工
夫
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で

効
果
的
に
為
家
と
の
特
異
句
を
初
句
に
置
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

⑫
都
よ
り
剖
剖
叫
倒
叫
叫
み
し
も
の
を
む
か
ひ
の
岡
も
賀
茂
の
み
づ
が

き

(
安
嘉
五
百
首
・
新
賀
茂
・
山
・
二
九
二
)

な
ほ
寒
き
春
の
日
か
げ
も
し
ら
れ
け
り
そ
と
も
の
山
の
峯
の
白
雪

(
為
家
七
社
百
首
・
北
野
・
残
雪
・
四
二
)

は
れ
ま
な
き
そ
と
も
の
山
の
五
月
雨
に
ふ
る
日
か
さ
な
る
峰
の
あ

ま

雲

(

夫

木

抄

・

三

O
三
四
・
為
家
)

「
そ
と
も
(
外
面
・
背
面
)
」
は
、
『
万
葉
集
』
に
見
え
る
歌
語
「
耳
梨
の

青
菅
山
は
朝
岡
例
」
(
巻
一
・
五
二
)
で
、
『
能
因
歌
枕
』
(
鹿
本
)
に
は
、
「
そ

と
も
と
は
、
う
し
ろ
の
庭
を
云
。
家
の
ほ
か
を
も
」
と
出
て
お
り
、
例
歌

も
「
ぬ
し
な
く
て
あ
れ
た
る
宿
の
引
剖
叫
に
は
月
の
光
ぞ
ひ
と
り
す
み
け

る
」
(
能
因
法
師
集
・
二
一
八
)
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
用
例
が
多
く
な
る

の
は
、
『
堀
河
百
首
』
の
「
蚊
遣
火
」
題
な
ど
で
詠
ま
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

し
づ
の
を
の
州
圃
叫
た
つ
る
蚊
遣
火
の
下
に
こ
が
れ
て
よ
を
や
過
さ

一
四
三



ん

(
四
九
五
・
紀
伊
)

山
が
つ
の
州
副
叫
た
つ
る
か
や
り
火
の
下
に
く
ゆ
り
て
や
み
ぬ
べ
き

カ
な

(
四
九
六
・
河
内
)

こ
れ
以
後
は
例
歌
も
多
く
、
た
と
え
ば
『
新
古
今
集
』
に
、
「
我
が
や
ど
の

引
日
叫
叫
た
て
る
な
ら
の
葉
の
し
げ
み
に
す
ず
む
夏
は
き
に
け
り
」
(
夏
・

二
五
0
・
恵
慶
法
師
)
が
入
集
し
、
歌
学
書
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉

時
代
に
は
、
「
そ
と
も
」
は
珍
し
い
歌
語
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
「
そ

と
も
の
山
」
は
為
家
が
右
の
二
首
を
詠
ん
で
い
る
以
外
は
見
出
せ
な
い
。

為
家
の
『
夫
木
抄
』
所
載
歌
の
詞
書
に
は
、
作
歌
年
が
「
文
永
四
年
(
一

二
六
七
ご
と
あ
る
。
こ
の
時
期
は
阿
仏
が
為
家
と
、
嵯
峨
野
で
一
緒
に
暮

ら
し
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
「
そ
と
も
の
山
」
は
、
為
家
と
一
緒
に
見
た

思
い
出
深
い
山
な
の
で
あ
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る
。

次
い
で
、
歌
語
と
し
て
は
特
異
な
も
の
で
は
な
い
が
、
為
家
・
阿
仏
二

人
だ
け
の
こ
と
ぱ
つ
づ
き
や
新
し
い
表
現
法
な
ど
を
用
い
る
例
が
あ
る
。

剃
劃
叫
む
す
ぶ
淵
川
町
お
の
づ
か
ら
の
り
の

@ 

と
く
ら
刈

(
安
嘉
五
百
首
・
新
日
吉
・
剃
劃
・
三
三
九
)

制
剖
叫
た
が
偽
り
ぞ
氷

と
く
じ
凶
が
と
な
り
つ
つ

(
為
家
七
社
百
首
・
北
野
・
刺
劃
・
二
三
一
)

阿
仏
歌
は
、
氷
室
山
を
擬
人
化
し
て
詠
み
、
氷
が
「
溶
け
る
」
に
、
迷

い
が
「
解
け
る
」
を
掛
け
て
、
お
の
ず
か
ら
悟
っ
て
水
に
な
る
の
だ
と
詠

一
四
四

ん
で
い
る
。
『
千
載
集
』
釈
教
歌
の
「
刻
叫
叫

H
d心
ひ
と
つ
に
な
り
ぬ

れ
ば
刻
刻
刻
刻
へ
だ
て
ざ
り
け
り
」
(
一
二
三
七
・
式
子
内
親
王
家
中
将
)
を

脳
裏
に
お
き
な
が
ら
、
為
家
詠
の
氷
室
山
を
も
意
識
し
た
新
し
い
表
現
法

ひ
の
た
め
し

だ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
「
氷
室
」
題
は
、
正
月
元
日
の
節
会
の
「
氷
様
」

や
、
夏
に
朝
廷
に
献
上
さ
れ
た
故
事
を
ふ
ま
え
、
皇
室
の
繁
栄
を
詠
ん
だ

り
、
夏
の
涼
し
さ
を
詠
む
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
為
家
・

阿
仏
の
二
首
は
、
仏
教
の
悟
り
の
心
を
取
り
入
れ
て
作
歌
し
て
い
る
珍
し

い
用
例
で
あ
る
。
こ
れ
も
阿
仏
が
為
家
を
踏
襲
し
た
一
例
と
見
て
よ
い
。

@
判
別
料
剖
判
嶺
も
ひ
と
つ
に
谷
か
げ
の
い
ぼ
り
を
う
づ
む
刻
側
副
司

(
安
嘉
五
百
首
・
今
熊
野
・
笥
・
六
六
)

い
か
ば
か
り
剥
例
制
剖
制
叫
刈
名
に
た
て
て
津
守
の
浦
の
剖
訓
削

笥

(

為

家

七

社

百

首

・

住

吉

・

割

・

四

一

九

)

阿
仏
歌
初
句
「
ふ
り
か
さ
ね
」
に
は
、
峰
が
重
な
る
と
雪
が
降
り
重
な

る
を
掛
け
て
い
る
。
連
な
る
峰
も
谷
か
げ
の
庵
も
雪
に
す
っ
か
り
う
づ
も

れ
て
し
ま
い
、
白
雪
だ
け
の
景
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
詠
ん
で
い
る
。

一
方
、
為
家
歌
は
、
住
吉
社
へ
の
奉
納
歌
で
あ
り
、
「
ふ
り
か
さ
ぬ
」
は
、

住
吉
三
神
以
来
の
住
吉
社
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
「
古
り
」
と
雪
の
「
降

り
」
を
掛
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
雪
は
「
ふ
り
つ
も
る
」
と
詠
ま
れ
る
こ

と
が
多
く
、
「
ふ
り
か
さ
ぬ
」
と
詠
む
の
は
源
俊
頼
の
詠
「
難
波
潟
あ
し
ま

の
氷
け
ぬ
が
う
へ
に
笥
剥
引
州
剖
叫
お
も
し
ろ
の
身
や
」
(
散
木
・
雑
上
・



一五
O
O
)
が
早
く
に
見
え
、
そ
の
後
、
同
歌
が
『
新
勅
撰
集
』
(
雑
二
・
一

一
八
九
)
に
入
集
し
た
後
の
鎌
倉
期
に
は
頻
用
さ
れ
て
い
る
。
為
家
も
盛

ん
に
使
っ
て
い
る
語
句
で
あ
る
(
洞
院
百
首
・
二
二
玉
、
為
家
集
・
九
0
0
・

九
O
五
な
ど
)
。
結
句
「
冬
の
白
雪
」
も
為
家
が
他
の
場
で
多
く
詠
ん
で
お

り
(
為
家
千
首
・
五
五
て
宝
治
百
首
・
二
一
二
七
、
中
院
集
・
一

O
四
、
為
家
集
・

九
二
一
)
、
為
家
の
数
あ
る
常
套
句
の
一
つ
で
も
あ
る
。
@
阿
仏
歌
の
初
句

「
ふ
り
か
さ
ね
」
は
、
従
来
通
り
の
「
ふ
り
つ
も
る
」
で
も
差
し
っ
か
え
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
あ
え
て
為
家
と
同
じ
表
現
を
用
い
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
為
家
が
よ
く
使
う
歌
語
を
一
首
の
な
か
に

重
複
し
て
詠
み
入
れ
る
の
が
阿
仏
の
詠
歌
態
度
と
も
い
え
る
。

⑮
あ
ら
は
さ
ぬ
思

m.Eづ
iq起
訴
.
事
.
語
調
剤
引
剖
刻
刻
刻
胡
明
則

(
安
嘉
五
百
首
・
今
熊
野
・
剥
剥
・
七
八
)

ぬ
れ
ぬ
と
も
色
.
民
桜
-
引
い
お
.
ぞ
.
ね
ー
ポ
禅
.U調
刻
刻
剖
剖
剥

A
U
q
A引

川

川

(

為

家

七

社

百

首

・

日

吉

・

剖

剥

・

五

O
二
)

忍
ぶ
思
い
の
苦
し
さ
か
ら
涙
で
衣
が
濡
れ
る
の
を
、
そ
の
衣
の
模
様
の

よ
う
に
な
お
も
心
が
乱
れ
る
、
と
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
第
二
句
の

「
思
ひ
を
つ
つ
む
」
「
色
に
な
み
え
そ
」
や
、
第
三
句
の
「
衣
手
」
「
袖
」
も

同
様
の
意
で
あ
り
、
一
首
の
大
部
分
が
同
じ
表
現
で
あ
る
。
「
忍
ぶ
も
ぢ
ず

り
」
は
、
『
古
今
集
』
(
恋
四
・
七
二
四
・
河
原
左
大
臣
)
以
来
「
み
だ
れ
」
と

詠
み
合
わ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
紋
様
の
み
だ
れ
と
心
の
み
だ
れ
を
重
ね

『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
に
お
け
る
「
家
の
意
識
」
に
つ
い
て

て
、
「
涙
み
だ
る
る
忍
ぶ
も
ぢ
ず
り
」
と
つ
づ
け
る
の
は
他
に
見
え
な
い
、

二
人
だ
け
の
特
別
な
表
現
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
に
も
、
『
安
嘉
五
百
首
』
に
は
、
『
為
家
七
社
百
首
』
と
問
題
で

同
趣
と
い
う
類
似
表
現
は
数
多
く
見
ら
れ
る
。
い
ま
は
三
首
を
挙
げ
て
お

く
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。

@
剰
州
引
相
引
引
ほ
ど
に
刻
叫
叫
州
剖
野
.
鴎
や
あ
ら
く
射
剖

U
割
引
制

パ
川

(
安
嘉
五
百
首
・
新
日
吉
・
剛
・
三
四
八
)

射
剖

U
割
引
嵐
に
引
相
d
剰
倒
色
む
つ
ま
じ
き
剥
胡
同
州
剖
州
制

@ 

(
為
家
七
社
百
首
・
住
吉
・
劇
矧
・
二
九
三
)

め
ぐ
り
あ
ふ
剣
叫
同
MH-の
あ
や
ふ
き
は
同
じ
よ
な
が
ら
遠
さ
ね
.
が
.
料

ぢ

.

(

安

嘉

五

百

首

・

新

日

吉

・

別

・

三

九

九

)

さ
ら
ぬ
ま
つ
剣
叫
同
司
ぶ
た
の
み
し
を
い
か
に
一
例
お
じ1

春
の
夕
暮

(
為
家
七
社
百
首
・
伊
勢
・
別
・
六
三
八
)

引
制
川
町
け
ふ
こ
え
ば
例
制
制
州
問
矧
杉
の
し
た
道

れ

⑫ 

昔
よ
り

(
安
嘉
五
百
首
・
新
賀
茂
・
剰
甜
・
二
五
五
)

捌
例
関
に
叫
州
刈
引
も
ち
月
の
剰

(
為
家
七
社
百
首
・
春
日
・
制
迎
・
三
四
O
)

四

次
に
、
『
為
家
集
』
か
ら
の
影
響
歌
を
挙
げ
て
み
た
い
。
こ
こ
で
も
、
為

一
四
五



家
・
阿
仏
二
人
だ
け
に
共
通
す
る
表
現
を
多
く
用
い
て
い
る
傾
向
が
見
ら

れ
る
。

@ 

わ
が
袖
に
ぬ
れ
は
ま
さ
ら
じ
露
わ
け
で
釧
刻
叫
し
け
る
州
引
州
制
叫

(
安
嘉
五
百
首
・
新
賀
茂
・
鷹
狩
・
ニ
七
三
)

よ
ひ
の
雨
の
な
ご
り
の
霧
の
釧
刻
刻
叫
我
が
州
引
剖
し
ほ
れ
て
ぞ

(
為
家
集
・
旅
霧
・
二
二
一
一
O
)

行
く

阿
仏
歌
は
、
露
を
分
け
て
朝
立
ち
し
て
行
っ
た
狩
衣
が
ど
ん
な
に
濡
れ

よ
う
と
も
、
私
の
袖
が
涙
に
濡
れ
る
の
に
は
勝
り
ま
す
ま
い
よ
、
の
意
で

あ
ろ
う
。
鷹
狩
に
出
て
ゆ
く
こ
と
が
、
恋
し
い
人
と
の
別
れ
の
場
面
で
も

あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
叙
情
的
な
詠
み
で
あ
る
。
対
し
て
為
家

歌
は
、
宵
の
雨
の
な
ご
り
の
霧
に
濡
れ
そ
ぼ
り
な
が
ら
朝
立
ち
す
る
わ
が

狩
衣
で
あ
る
よ
、
と
こ
れ
は
旅
立
ち
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
二
首
は
ま
る
で

贈
答
歌
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
両
首
の
「
狩
衣
」
と
「
朝

立
ち
」
と
の
取
り
合
わ
せ
は
、
他
に
例
を
見
な
い
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。

剖
も
す
が
ら
刻
山
側
剖
剖
剖
吹
く
風
に
お
ち
く
る
す
ゑ
に
欄
剥
引
制

り

(

安

嘉

五

百

首

・

新

賀

茂

・

霞

・

二

六

五

)

さ
ゆ
る
樹
は
刻
州
側
剖
羽
剖
そ
よ
さ
ら
に
思
ひ
や
ら
れ
て
樹
剥
引

な

り

(

為

家

集

・

痕

・

八

九

二

)

@ 
阿
仏
歌
は
、
夜
通
し
吹
い
た
風
に
笹
の
葉
が
舞
い
落
ち
て
し
ま
っ
た
、

ど
う
や
ら
穣
が
ふ
っ
て
い
る
よ
う
だ
、
と
風
の
音
だ
け
で
外
の
気
配
を
感

一
四
六

じ
て
い
る
。
為
家
歌
も
、
寒
い
夜
は
み
山
の
を
ざ
さ
が
こ
と
さ
ら
に
思
い

や
ら
れ
る
と
詠
ん
で
い
る
。
二
首
と
も
に
「
夜
・
を
ざ
さ
・
懐
」
と
一
連

の
冬
の
歌
謡
を
列
挙
し
て
、
意
識
的
に
構
成
を
同
じ
く
す
る
詠
み
方
で
あ

る
。
ま
た
「
穣
ふ
る
な
り
」
を
詠
ん
だ
例
は
他
に
も
見
出
せ
る
が
、
「
み
山

の
を
ざ
さ
」
と
両
方
を
有
す
る
歌
は
確
認
で
き
な
い
。

庵
む
す
ぷ
州
叫
倒
す
そ
に
ひ
ま
も
な
く
時
雨
.
杓
℃
.
が
.
が
.uu剣
州
制
川
町

割

@ 

(
安
嘉
五
百
首
・
鹿
嶋
・
時
雨
・
四
六
三
)

ち
り
は
て
し
州
叫
問
ま
さ
き
吹
く
風
に
儒
お
ち
お
づ
剣
州
制
引
調

(
為
家
集
・
被
随
風
・
一
九
四
四
)

山
す
そ
の
庵
に
、
や
む
こ
と
な
く
時
雨
が
降
り
、
む
ら
雲
が
か
か
る
典

型
的
な
冬
の
情
景
を
詠
ん
で
い
る
。
為
家
歌
が
、
『
古
今
集
』
の
「
み
山
に

は.稜.ぶ
.6.引

0.
じ
外
山
な
る
ま
さ
き
の
か
づ
ら
色
づ
き
に
け
り
」
(
仲
遊
び
の

歌
・
一

O
七
七
・
よ
み
人
し
ら
ず
)
を
踏
ま
え
て
、
「
穣
さ
き
だ
っ
」
と
詠
ん

だ
も
の
を
、
阿
仏
歌
は
霞
の
前
に
降
る
「
時
雨
」
と
言
い
か
え
た
と
こ
ろ

に
一
首
の
趣
向
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
歌
に
近
い
例
と
し
て
、
定
家

詠
「
州
叫
よ
り
利
劃
な
び
き
ふ
く
風
に
霞
ぷ
己
ぎ
.
忍
冬
の
夕
暮
」
(
老
若
五

十
首
歌
合
・
冬
・
百
六
十
八
番
左
)
が
あ
り
、
こ
の
歌
も
参
考
に
し
た
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
@
歌
の
結
句
「
冬
の
む
ら
雲
」
は
他
で
は
見
か
け
な
い

為
家
・
阿
仏
二
人
だ
け
の
歌
語
で
あ
る
。

@
忘
る
る
も
わ
れ
か
ら
あ
ゐ
の
ぞ
.6

て
恨
み
か
け
ま



し

(
安
嘉
五
百
首
・
鹿
嶋
・
恨
・
四
八
六
)

身
に
ふ
る
る
契
り
も
か
な
し
さ
.
夜
剥
け
州
叫
州
剖
制
寸
物
を
お
も

は

ん

(

為

家

集

・

一

六

O
七
)

阿
仏
歌
は
、
私
自
身
忘
れ
去
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
、

ど
の
よ
う
に
し
て
恨
み
の
こ
と
ば
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
か
(
い
や
出
来
な

じ
、
と
感
情
を
込
め
た
歌
と
な
っ
て
い
る
。
為
家
歌
の
「
契
り
も
か
な
し

さ
夜
衣
」
に
対
し
て
「
わ
れ
か
ら
あ
ゐ
の
そ
め
衣
」
と
詠
み
、
「
わ
れ
か
ら
」

を
響
か
せ
て
い
る
珍
し
い
詠
み
方
で
あ
る
。
な
お
傍
線
部
の
「
い
か
に
か

さ
ね
て
」
は
、
為
家
・
阿
仏
の
み
の
特
異
句
で
あ
る
。

第
二
句
の
「
か
ら
あ
ゐ
」
は
、
『
万
葉
集
』
に
「
我
が
や
ど
に
韓
藍
蒔
き

生
ほ
し
」
(
巻
三
・
三
八
四
・
赤
人
)
と
見
え
、
鶏
頭
の
花
の
古
名
で
あ
る
。

そ
の
花
汁
を
染
料
に
し
た
藍
衣
の
歌
は
『
古
今
六
帖
』
に
次
の
歌
が
見
え

る。

一町民お.ぷ.の.唱し・じ.出•• 
の
属
目
朝
な
朝
な
な
る
と
は
き
け
ど
ま
っ
め
づ
ら

し
み

(
こ
ろ
も
・
三
二
六
五
・
よ
み
人
知
ら
ず
)

こ
れ
は
「
く
れ
な
ゐ
の
や
し
ほ
の
衣
朝
な
朝
な
な
れ
は
す
れ
ど
も
い
や
め

づ
ら
し
も
」
(
万
葉
・
巻
十
一
・
二
六
二
三
・
作
者
未
詳
)
の
異
伝
歌
で
あ
る
。

こ
の
「
く
れ
な
ゐ
の
や
し
ほ
の
衣
」
は
、
「
べ
に
ば
な
」
を
染
料
に
し
て
、

幾
度
も
重
ね
て
染
め
た
衣
の
こ
と
で
あ
る
。
『
古
今
六
帖
』
で
詠
ま
れ
た

「
か
ら
あ
ゐ
の
や
し
ほ
の
衣
」
は
藍
染
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
後

『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
に
お
け
る
「
家
の
意
識
」
に
つ
い
て

に
「
か
ら
あ
ゐ
」
が
見
出
さ
れ
る
の
は
、
鎌
倉
初
期
の
『
六
百
番
歌
合
』

「
寄
衣
恋
」
題
の
歌
で
あ
る
。

い
れ
-
民
械
が
.
の
.
明
い
じ
.
同
の

i

夜
色
ふ
か
く
な
ど
あ
な
が
ち
に
つ
ら
き
心
ぞ

(
二
十
四
番
左
勝
・
一
一
二
七
・
季
経
)

こ
の
歌
に
つ
い
て
、
判
詞
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

右
云
、
か
ら
あ
ゐ
の
や
し
ほ
と
い
ふ
も
じ
、
引
刈
材
制
叫
斗
叫
叫
射

1

然
れ
ば
、
か
ち
に
は
い
か
が
、
陳
云
、
対

U
州
吋
引
判
制
制
剖
刻
刻
剖

剖
割
材

uー
か
ら
あ
ゐ
の
ふ
か
き
色
な
れ
ば
、
か
ち
と
い
は
ん
、
・
・

く

-
(
後
略
)

右
方
か
ら
、
初
句
の
「
か
ら
あ
ゐ
」
は
紅
で
は
な
い
の
か
、
「
か
ち
(
褐
ご

に
は
い
か
が
か
、
と
関
わ
れ
て
、
左
方
は
、
確
か
に
紅
と
わ
か
る
例
は
な

い
、
「
か
ら
あ
ゐ
の
ふ
か
き
色
」
だ
と
反
論
し
て
い
る
。
判
者
も
、
「
く
れ

な
ゐ
に
は
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
判
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
判
者
は
俊
成
で

あ
る
。
『
六
百
番
歌
合
』
ま
で
の
「
か
ら
あ
ゐ
の
や
し
ほ
の
衣
」
は
、
紅
で

は
な
い
の
か
と
の
認
識
も
あ
っ
た
が
、
俊
成
判
の
後
は
、
藍
色
の
衣
で
あ

る
と
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
後
は
、
同
様
の
解
釈
の
詠
歌
も
あ

り
、
た
と
え
ば
、
次
の
『
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
』
の
詠
で
の
定
家
判

一
四
七



に
は
、
「
右
、
優
に
を
か
し
き
由
」
と
し
て
勝
と
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ

司。。
が
.
h
ロ
.
剤
耐

d.q-じ.陪-の•• 
お
.
ふ
か
け
れ
ど
あ
ら
ぬ
涙
の
色
ぞ
ま
が
は
ぬ

(
寄
衣
恋
・
十
一
番
右
勝
・
二
二
・
知
家
)

さ
ら
に
、
為
家
に
も
似
た
歌
が
あ
る

州
引
制
制
叫
や
し
ほ
の
刻
ふ
り
ぬ
と
も
剃
州
し
心
の
色
は
か
は
ら
じ

(
為
家
千
首
・
六
二
二
)

⑮
阿
仏
歌
の
「
か
ら
あ
ゐ
の
そ
め
衣
」
は
、
こ
の
為
家
歌
か
ら
の
影
響
も

あ
る
だ
ろ
う
が
、
俊
成
・
定
家
の
歌
合
の
判
詞
に
も
留
意
し
た
上
で
、
作

歌
し
て
い
る
姿
勢
が
窺
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
、
和
歌
の
隆
盛
を
願
う
歌
を
見
て
み
よ
う
。

@
冬
と
て
も
猶
よ
も
か
れ
じ
刻

U

な
か
引
困
な
る
判
以
d
司
州
剰

(
安
嘉
五
百
首
・
新
賀
茂
・
寒
直
・
二
六
七
)

醐
よ
り
な
ら
ふ
司

倒
閣
州
同
対
一
恩
へ
ぼ
と
ぼ
し
島
し

川
剰
(
新
撰
六
帖
題
和
歌
・
こ
と
の
は
・
一
七
九
二
・
為
家
)

阿
仏
歌
は
、
上
句
で
は
、
冬
だ
と
い
っ
て
も
、
な
お
「
よ
」
(
麓
の
節
)

も
枯
れ
な
い
蔵
原
で
あ
る
よ
と
詠
み
、
下
句
で
は
、
世
の
中
の
言
の
葉
(
和

歌
)
が
い
つ
ま
で
も
す
た
れ
な
い
で
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
「
あ
し
原

ゃ
な
か
っ
国
」
は
、
『
新
古
今
集
』
「
仮
名
序
」
の
冒
頭
部
分
に
う
た
わ
れ

た
、
「
や
ま
と
う
た
は
、
昔
あ
め
っ
ち
開
け
は
じ
め
て
、
人
の
し
わ
ざ
い
ま

一
四
八

あ
し
は
ら
の
な
か
っ
く
に

だ
定
ま
ら
ざ
り
し
時
、
調
周
刑
園
側
言
の
葉
と
し
て
」
に
拠
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
に
記
述
の
あ
る
古
代
日
本
国
の
こ
と
で
あ

る
。
「
あ
し
原
ゃ
な
か
っ
国
」
は
、
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
は
、
和
歌
に
お
い

て
は
為
家
以
前
に
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
。
為
家
は
古
い
言
葉
で
あ
る
「
な

か
っ
国
」
を
初
め
て
和
歌
に
取
り
入
れ
た
こ
と
に
な
る
。
阿
仏
は
、
為
家

以
外
に
は
誰
も
詠
ん
で
い
な
い
歌
語
で
あ
る
「
あ
し
原
ゃ
な
か
っ
国
」
に

注
目
し
て
、
為
家
歌
の
「
こ
と
の
は
」
題
と
は
歌
題
は
違
う
が
、
あ
え
て

自
身
の
「
寒
麓
」
題
に
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
為

家
と
閥
横
の
歌
語
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
歌
の
永
遠
な
る
こ
と
を
願

う
気
持
ち
が
表
れ
て
い
よ
う
。

こ
の
歌
に
関
連
し
て
次
の
一
首
を
見
て
み
よ
う
。

さ
か
ふ
べ
き
君
が
よ
ま
も
る
神
に
こ
そ
祈
り
そ
へ
つ
れ
剰
尉
叫
羽
叫

@ 

(
安
嘉
五
百
首
・
鹿
鴫
・
祝
・
五
O
六
)

歌
の
内
容
は
、
栄
え
ま
す
よ
う
に
、
天
皇
の
御
代
を
ま
も
る
神
に
祈
り

添
え
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
、
わ
が
和
歌
の
(
家
の
)
道
を
、
と
の
意
で

あ
ろ
う
。
こ
の
歌
は
『
安
嘉
五
百
首
』
の
五
つ
の
奉
納
社
の
最
後
に
あ
た

る
「
鹿
嶋
社
」
詠
で
、
か
つ
百
首
歌
の
最
後
の
「
祝
」
の
歌
で
あ
る
。
ま

た
鹿
嶋
社
は
藤
原
氏
と
深
く
つ
な
が
る
神
社
で
も
あ
る
。
『
安
嘉
五
百
首
』

は
、
も
と
は
千
首
あ
っ
た
も
の
で
、
現
存
伝
本
は
、
後
半
の
五
百
首
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
終
の
歌
の
結
句
に
「
敷
島
の
み
ち
」
を
置
い
て



い
る
こ
と
に
な
る
。
「
敷
島
の
み
ち
」
は
、
勅
撰
集
の
序
「
敷
島
の
道
も

盛
り
に
興
り
て
」
(
『
千
載
集
』
)
と
見
え
、
天
皇
の
御
製
に
は
詠
ま
れ
る
が
、

一
般
の
和
歌
に
は
数
少
な
く
、
勅
撰
集
で
は
『
新
後
撰
集
』
(
神
祇
・
七
四

一
一
・
津
守
国
助
)
ま
で
見
ら
れ
な
い
歌
語
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
重
要
な
歌

語
を
千
首
の
最
後
の
歌
に
詠
み
入
れ
た
と
こ
ろ
に
、
意
味
が
あ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
@
歌
に
は
、
和
歌
の
隆
盛
を
祈
る
強
い
期
待
が
込
め
ら
れ

て
お
り
、
『
安
嘉
五
百
首
』
の
目
指
す
と
こ
ろ
が
何
で
あ
る
か
を
、
端
的
に

物
語
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

『
安
嘉
五
百
首
』
に
つ
い
て
、
俊
成
・
定
家
・
為
家
に
絞
っ
て
、
影
響
を

受
け
た
と
思
し
き
例
を
煩
雑
を
厭
わ
ず
掲
げ
て
み
た
。
俊
成
か
ら
は
、
後

の
新
古
今
時
代
の
歌
人
た
ち
に
受
容
・
享
受
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
歌
語
や

表
現
を
多
く
摂
取
し
て
い
る
。
ま
た
、
俊
成
に
発
し
て
定
家
や
為
家
が
詠

ん
だ
も
の
を
、
阿
仏
が
踏
襲
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
定
家
か
ら
は
、
先
行

す
る
同
形
式
の
奉
納
百
首
は
な
い
け
れ
ど
、
俊
成

l
定
家
し
か
詠
ん
で
い

な
い
も
の
や
、
万
葉
以
来
初
め
て
定
家
|
為
家
と
詠
み
継
が
れ
た
珍
し
い

歌
語
を
詠
む
例
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
他
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い

定
家
独
自
の
表
現
を
自
歌
に
取
り
入
れ
た
例
も
あ
る
。

為
家
と
の
結
び
つ
き
は
堅
固
で
あ
る
。
二
人
だ
け
の
共
通
語
句
、
共
通

『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
に
お
け
る
「
家
の
意
識
」
に
つ
い
て

表
現
を
用
い
て
い
る
も
の
も
多
く
、
為
家
の
常
套
句
を
一
首
の
中
に
重
複

し
て
詠
歌
し
た
り
、
為
家
以
前
に
は
詠
ま
れ
た
こ
と
の
な
い
歌
語
を
初
句

に
生
か
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
為
家
の
歌
こ
と
ば
を
自
歌
に
取

り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
歌
道
の
家
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
為
家
の
意
志

を
も
百
首
歌
の
中
に
込
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

阿
仏
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
勝
訴
祈
願
と
と
も
に
、
歌
道
の
家
の
発

展
を
念
じ
た
奉
納
百
首
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
『
安
嘉
五
百
首
』
の

詠
歌
は
、
俊
成
・
定
家
・
為
家
と
続
く
「
歌
の
家
」
の
意
識
に
支
え
ら
れ

た
営
為
で
あ
り
、
歌
人
阿
仏
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
と

確
認
さ
れ
る
。
念
願
の
所
領
譲
渡
は
、
阿
仏
没
後
、
お
よ
そ
三

O
年
後

の
正
和
二
年
(
一
三
二
ニ
)
七
月
廿
日
「
播
磨
園
細
河
荘
地
頭
職
関
東
裁
許

欣
」
が
示
す
通
り
、
「
然
則
、
於
首
荘
地
頭
職
者
、
任
文
永
雨
通
譲
欣
井
正

聴
二
年
下
知
航
、
所
被
付
前
右
術
門
替
家
也
」
と
の
判
決
が
あ
り
、
冷
泉

家
の
祖
為
相
が
相
続
す
る
と
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
家
の
存
亡
を
か
け
て
鎌

倉
に
向
か
っ
た
阿
仏
の
悲
願
は
こ
れ
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

【注】引
用
し
た
和
歌
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
た
だ
し
、
表
記
に
つ
い
て
は
漢

字
を
宛
て
た
り
、
送
り
仮
名
を
補
う
な
ど
、
適
宜
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
『
万
葉
集
』

は
旧
国
歌
大
観
番
号
を
用
い
、
表
記
は
小
学
館
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
を
参

照
し
た
。
歌
学
書
は
風
間
書
房
『
日
本
歌
学
大
系
』
に
よ
る
。

一
四
九



(
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『
安
嘉
門
院
四
糸
五
百
首
』
は
、
島
原
図
書
館
松
平
文
脱
蹟
本
が
昭
和
三

十
六
年
に
発
見
さ
れ
、
中
村
幸
彦
・
今
井
源
術
・
品
陣
忠
夫
氏
に
よ
り
『
文

学
』
二
九
巻
一
一
号
(
一
九
六
一
年
一
一
月
)
に
報
告
さ
れ
た
。

訴
訟
に
つ
い
て
は
、
嗣
岡
秀
一
「
細
川
庄
を
め
ぐ
る
二
条
冷
泉
両
家
の
訴

訟
」
{
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
〈
角
川
帯
府
・
一
九
七
二
年
〉
所
収
)
、

佐
藤
恒
雄
「
藤
原
為
家
の
所
領
線
与
に
つ
い
て
」
(
中
四
国
中
世
文
学
研

究
会
編
『
中
世
文
学
研
究
|
論
放
と
資
料
|
』
〈
和
泉
帯
院
・
一
九
九
五

年
て
の
ち
『
藤
原
為
家
研
究
』
〈
笠
問
者
院
・
二

O
O八
年
〉
終
章
第
二

節
に
「
為
家
の
所
領
漉
与
」
と
し
て
収
録
}
な
ど
に
よ
る
。

三
伝
本
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
A
・
B
-
C
と

す
る
。

A
-品
原
図
書
館
松
平
文
雌
蔵
本
〈
寛
文

i
文
禄
期
写
〉
(
中
原
虫

夫
・
晶
体
忠
夫
校
訂
『
中
世
和
歌
集
』
〈
西
日
本
国
語
国
文
学
会
翻
刻
双

帯
刊
行
会
・
一
九
六
三
年
〉
所
収
)
、

B
薬
師
寺
蔵
本
(
明
和
六
年
〈
一

七
六
九
〉
写
)
は
稲
岡
利
徳
「
い
ま
一
本
の
『
阿
仏
尼
詠
五
百
首
』
の
伝

本
に
つ
い
て
|
(
付
)
張
師
寺
蔵
歌
書
類
管
見
ノ

l
ト

l
」
(
『
和
歌
史

研
究
会
会
報
』
コ
二
・
三
二
合
併
号
・
一
九
六
八
年
一
一
月
)
に
よ
り
紹

介、

C
冷・
M
m
家
時
雨
本
文
肱
膿
本
〈
室
町
中
期
写
〉
は
冷
泉
家
時
間
帯
叢

書
別
『
中
世
私
家
集
七
』
(
朝
日
新
聞
社
・
二

O
O三
年
)
に
紹
介
。

A
B
の
校
異
に
つ
い
て
は
、
築
瀬
一
雄
『
校
註
阿
備
尼
全
集
噌
補
版
』

(
風
間
書
房
・
一
九
八
一
年
、
初
版
発
行
は
一
九
五
八
年
)
が
あ
り
、

C

の
校
異
に
つ
い
て
は
、
森
井
信
子
「
『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
の
諸
伝

本
|
附
十
社
百
首
拾
遺
|
」
(
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
文
学
研
究

篇
』
三
二
号
・
一
一

O
O六
年
二
月
)
が
「
:
:
:
本
文
異
同
は
五
一
箇
所
存

す
る
。
時
間
亭
本
に
独
自
異
文
は
な
く
、
必
ず
松
平
本
ま
た
は
薬
師
寺
本

に
一
致
し
て
い
る
:
:
:
」
と
述
べ
て
い
る
。

五
社
の
う
ち
「
新
賀
茂
の
祉
の
百
首
」
「
新
日
吉
の
祉
の
百
首
」
に
は
序

文
が
な
い
。

3 (
4
)
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一
五

O

6 

伊
井
春
樹
「
『
十
七
番
持
歌
合
』
に
つ
い
て
」
(
『
調
林
』
十
九
号
〈
大
阪

大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
・
一
九
九
六
年
四
月
三
。
問
歌
合
の
聞
慌
時

期
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
「
和
歌
史
研
究
に
つ
い
て
|
新
資
料
若
干
の

紹
介
を
殺
ね
て
|
」
(
『
闘
串
院
雑
誌
』
第
九
五
巻
十
二
号
・
一
九
九
四

年
一
二
月
)
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

前
掲

(
4
)
第
瓶
一
雄
氏
。

松
野
陽
一
『
五
社
百
首
考
」
(
『
立
正
女
子
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』

一
三
号
・
一
九
六
九
年
一
二
月
)
。

佐
藤
恒
雄
「
藤
原
為
家
『
七
社
百
首
』
考
」
(
『
悶
鵡
悶
文
』
三
九
巻
八

号
・
一
九
七

O
年
八
月
、
の
ち
に
『
藤
原
為
家
研
究
』
〈
笠
間
帯
院
・
二

O
O八
年
〉
第
二
章
第
五
節
に
「
七
社
百
首
考
」
と
し
て
収
む
)
お
よ
び

『
勝
原
為
家
全
歌
集
』
(
風
間
帯
一
民
・
二

O
O二
年
)
。
な
お
伝
本
は
孤
本

で
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
は
『
為
家
五
社
』
と
表
阻
さ
れ
る
が
、
内
容

は
七
百
首
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
為
家
七
社
百
首
』
で
統
一
す
る
。

た
と
え
ば
、
勅
撰
集
入
集
欧
数
を
較
べ
て
み
る
と
、
『
俊
成
五
社
百
首
』

か
ら
は
五
二
首
、
『
為
家
七
社
百
首
』
か
ら
は
六
首
、
『
安
嘉
五
百
首
』
か

ら
は
三
首
(
萩
・
二
四
回
、
後
朝
恋
・
二
八
て
凶
・
九
五
が
、
そ
れ
ぞ

れ
『
風
雅
集
』
四
七
七
・
一
一
一
三
・
一
八
九
四
に
入
集
し
て
い
る
)

と
い
う
よ
う
に
、
歌
数
に
義
が
あ
り
、
後
世
に
お
け
る
評
価
の
一
つ
の
基

準
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

竹
下
些
『
堀
河
院
御
時
百
首
の
研
究
』
{
風
間
帯
房
・
二

O
O四
年
)
第

四
章
第
二
節
「
源
俊
頼
」
よ
り
、
「
う
づ
ら
鳴
く
ま
の
の
入
江
の
浜
風
に

尾
花
な
み
よ
る
秋
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
」
歌
の
項
に
よ
る
。

柳
井
滋
・
室
伏
信
助
・
大
朝
雄
二
・
鈴
木
日
出
男
・
勝
井
貞
和
・
今
西
祐

一
郎
校
法
『
源
氏
物
語
=
』
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系
羽
〈
岩
波
書
府
・

一
九
九
四
年
〉
)
「
須
磨
巻
」
脚
践
に
よ
る
。

水
川
喜
夫
『
飛
鳥
井
雅
有
日
記
全
釈
』
(
風
問
者
一
房
・
一
九
八
五
年
)
所

，酬、"..、
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収
『
睦
峨
の
か
よ
ひ
』
の
「
文
永
六
年
長
月
」
の
項
に
「
女
あ
る
じ
」
と

あ
る
。

晶
体
忠
夫
「
『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
と
『
十
六
夜
日
記
』
」
(
『
国
語

国
文
』
三
一
巻
一
号
・
一
九
六
二
年
一
月
、
の
ち
『
和
歌
史
下
』
〈
晶
体

忠
夫
著
作
集
8
・
和
泉
書
院
・
二

O
O五
年
〉
に
同
論
文
名
で
収
載
)
に

「
:
:
:
総
歌
数
は
五

O
六
首
あ
り
、
実
は
十
社
に
奉
納
し
た
千
首
の
う
ち

の
後
半
部
分
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
:
:
:
」
と
あ
る
。

こ
の
鎌
倉
幕
府
の
裁
許
状
は
天
理
図
書
館
の
所
蔵
文
書
で
、
呉
文
伺
『
図

書
迎
芳
』
(
一
九
六
五
年
)
お
よ
び
天
理
図
帯
館
善
本
叢
書
邸
『
古
文
帯

集
』
(
天
理
大
学
出
版
部
・
一
九
八
六
年
}
に
影
印
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

涼
本
稿
は
平
成
ニ

O
年
三
月
に
大
阪
府
立
大
学
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
を

書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

M 15 

(
さ
さ
き

さ
よ
こ
・
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
修
了
)

『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
に
お
け
る
「
家
の
意
識
」

に
つ
い
て

五


